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予　

算

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）

　

１
８
１
７
万
円
が
追
加
さ
れ
予

算
の
総
額
が
49
億
８
０
２
６
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
普
通
交
付
税　
　

１
０
０
０
万
円

・
土
地
・
建
物
売
払
収
入１

７
３
万
円

・
株
式
売
払
収
入　
　

２
７
６
万
円

・
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金１

０
０
万
円

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

１
５
８
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
給
料
（
一
般
職
）

１
０
３
７
万
円

２

　第４回定例会が１２月１７日から１８日の間

で開催され、議案１４件、発議１件、報告１件

の審議を行い、いずれも原案のとおり可決しま

した。

・審議した議案①　

　
　

■
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算（

第
１
号
）

　

６
８
７
２
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
８
億
９
５
８
８
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
普
通
給
付
費
等
交
付
金
（
普
通

　

交
付
金
）　
　
　

６
８
６
７
万
円

■
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算　

（
第
３
号
）

　

30
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
５
億
３
７
８
７
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

３

　・審議した議案②　

■
附
属
機
関
設
置
条
例
の
制
定

　

各
種
委
員
会
な
ど
町
の
附
属
機

関
を
設
置
す
る
場
合
、
条
例
で
規

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
設

置
根
拠
が
規
則
・
規
定
と
な
っ
て

い
る
も
の
が
９
委
員
会
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
括
し
て
条
例
に
よ
り
規

定
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
人
件
費
の
補
正
及
び
関
係
す
る
条
例
改
正
を
議
決

■
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を

図
る
た
め
の
関
係
法
令
の
整
備
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
関
係
す
る
町
の
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
成
年
被
後
見

人
等
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
不

当
に
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

所
要
の
手
続
き
規
定
が
整
備
さ
れ

ま
す
。

■
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て

も
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
た
め
、
職
員

の
適
正
配
置
に
つ
い
て
検
討
が
行

わ
れ
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
嘱
託
職

員
を
配
置
し
て
い
た
特
養
介
護
職

員
及
び
保
育
士
等
に
つ
い
て
、
正

規
職
員
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
の
通
り
職

員
の
定
数
を
改
め
る
た
め
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

・
町
長
の
事
務
部
局
に
属
す
る
職
員

95
名
→
１
０
３
名
（
＋
８
名
）

・
簡
易
水
道
事
業
に
属
す
る
職
員

４
名
→
３
名
（
▲
１
名
）

・
下
水
道
事
業
に
属
す
る
職
員

３
名
→
２
名
（
▲
１
名
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
属
す

　

る
職
員

15
名
→
31
名
（
＋
16
名
）

・
体
育
施
設
に
属
す
る
職
員

４
名
→
３
名
（
▲
１
名
）

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

条
例
改
正

・
職
員
手
当
等
（
一
般
職
）

　

６
５
７
万
円

・
修
繕
料
（
財
産
管
理
費
）

２
７
７
万
円

・
公
金
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
手
数
料

２
６
３
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
代
行
委
託
料

▲
１
１
５
万
円

・
遠
軽
地
区
広
域
組
合
負
担
金

　

４
３
６
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

▲
１
３
２
４
万
円

■
令
和
元
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算　

　

（
第
１
号
）

　

１
３
５
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
６
３
７
２
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
前
年
度
繰
越
金　
　

１
３
５
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
職
員
手
当
（
一
般
職
）　

99
万
円

■
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続

　

き
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
改
正

　

「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を

図
る
た
め
の
関
係
法
令
の
整
備
に

■
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員

　

の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費

　

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
改
正

　

第
１
号
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
時
間
額
の
上
限
を
、

２
５
０
０
円
か
ら
２
８
０
０
円
に

３
０
０
円
引
き
上
げ
る
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
令
和
２
年
度
か
ら
第
１

号
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
、

若
佐
小
学
校
の
複
式
学
級
解
消
の

た
め
の
教
員
配
置
に
対
し
、
北
海

道
の
時
間
講
師
単
価
を
用
い
て
報

酬
を
支
払
う
予
定
で
す
が
、
現
在

の
報
酬
時
間
額
上
限
２
５
０
０
円

で
は
道
単
価
を
下
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
上
限
の
引
上
げ
を
行
う

も
の
で
す
。

■
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

　

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
改
正

■
特
別
職
の
給
料
額
及
び
旅
費

　

額
並
び
に
そ
の
支
給
条
例
の

　

一
部
改
正

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
改
正

■
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員

　

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
改
正

　

こ
れ
ら
４
件
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
度
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

国
の
対
応
に
準
じ
て
、
町
職
員
の

給
与
や
手
当
な
ど
の
改
定
を
行
う

た
め
、
関
係
す
る
町
の
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
の
内
容
は
次
の
通
り

で
す
。

①
月
例
給
の
改
定

　

本
年
４
月
の
時
点
で
公
務
員

給
与
が
民
間
給
与
に
比
べ
て
０
・

０
９
％
下
回
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
差
を
埋
め
る
た
め
初
任

給
及
び
若
年
層
の
俸
給
月
額
を
引

き
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
大
卒
者
に
係
る
初

任
給
で
１
５
０
０
円
、
高
卒
者
に

係
る
初
任
給
で
２
０
０
０
円
の
引

き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

②
住
居
手
当
の
改
定

　

公
務
員
宿
舎
使
用
料
の
上
昇

及
び
民
間
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

住
宅
手
当
の
支
給
対
象
に
な
る

家
賃
の
下
限
を
１
万
２
０
０
０

条　

例

・
そ
の
他
一
般
会
計
繰
入
金

▲
１
３
２
４
万
円

・
そ
の
他
繰
越
金

１
３
２
９
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
負

　

担
金　
　
　
　
　

５
０
２
３
万
円

・
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
負

　

担
金　
　
　
　
　

１
８
４
３
万
円

円
か
ら
１
万
６
０
０
０
円
に
引

き

上

げ
、

住

居

手

当

の

上

限

額
を
２
万
７
０
０
０
円
か
ら

２
万
８
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
改
定
に
よ
り
住
居

手
当
が
２
０
０
０
円
を
超
え
て
減

額
と
な
る
職
員
に
は
、
１
年
間
の

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

③
ボ
ー
ナ
ス
の
改
定

　

昨
年
８
月
か
ら
本
年
７
月
ま
で

の
直
近
１
年
間
の
民
間
と
公
務
の

支
給
状
況
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

公
務
の
支
給
月
数
４
・
４
５
月
に

対
し
て
、
民
間
の
支
給
割
合
が
４
・

５
１
月
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
公

務
員
の
支
給
月
数
を
４
・
５
０
月

と
０
・
０
５
月
引
き
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
引
き
上
げ
分
は
勤

務
実
績
に
応
じ
た
給
与
を
推
進
す

る
た
め
、
全
て
勤
勉
手
当
に
配
分

さ
れ
ま
す
。

一
部
の
嘱
託
職
員
を

正
職
員
化

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
関
係
す
る
町
の
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
「
職
員
の
分
限
」
と
は
、

町
職
員
の
公
務
員
と
し
て
の
身
分

の
変
動
（
休
職
・
免
職
な
ど
）
を

意
味
し
ま
す
。



令和元年 １２月定例議会号令和元年 １２月定例議会号
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・審議した議案③　

　

 

報　

告

５

■
総
務
福
祉
・
産
業
文
教
常
任

　

委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会

　

所
管
事
務
調
査
報
告

　

総
務
福
祉
・
産
業
文
教
常
任
委

員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
が
合
同

で
、
令
和
元
年
10
月
28
日
か
ら
31

日
に
か
け
て
道
内
の
先
進
自
治
体

を
視
察
し
た
、
道
内
行
政
調
査
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
議
会

ニ
ュ
ー
ス
12
～
15
頁
に
掲
載
）

　・町長行政報告　

発　

議

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員

　

会
規
約
の
一
部
変
更

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会

の
事
務
職
員
の
定
数
を
、
「
２
人
」

か
ら
「
４
人
以
内
」
に
変
更
す
る

た
め
規
約
の
変
更
を
行
う
も
の
で

す
。■

遠
軽
地
区
広
域
組
合
「
ご

　

み
焼
却
施
設
建
設
事
業
」

　

交
付
金
返
還
に
係
る
構
成

　

町
の
負
担

　

昨
年
実
施
さ
れ
た
会
計
検
査
院

の
実
地
検
査
に
お
い
て
、
平
成
25

年
か
ら
29
年
ま
で
の
間
に
国
の
交

付
金
を
受
け
て
行
わ
れ
た
建
設
事

業
に
お
い
て
、
交
付
金
取
扱
要
領

に
定
め
ら
れ
た
諸
経
費
率
と
異
な

る
率
等
を
用
い
た
こ
と
、
ま
た
、

交
付
対
象
と
な
ら
な
い
整
備
費
用

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
交

付
金
の
算
定
が
過
大
と
な
っ
て
い

る
と
の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

　

遠
軽
地
区
広
域
組
合
が
算

定
し
た
交
付
対
象
事
業
費
は

４
億
５
５
６
９
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
会
計
検
査
院
の
算

定
で
は
３
億
８
８
８
７
万
円
と

な
り
、
６
６
８
２
万
円
が
過
大

と
さ
れ
、
こ
れ
に
係
る
交
付
金

２
２
２
７
万
円
が
過
大
交
付
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
本
町
の
返
還
金

負
担
額
４
３
６
万
円
に
つ
い
て
、

町長行政報告

（要　旨）

■
漁
業
に
つ
い
て

　

外
海
ほ
た
て
漁
業
に
つ
い
て
は

販
売
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

さ
け
定
置
網
漁
業
は
漁
獲
量
は
昨

年
並
み
で
し
た
が
、
単
価
が
３
割

程
度
下
が
り
、
対
前
年
比
70
％
の

水
揚
げ
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
の
佐
呂
間
漁
業
協
同
組
合

■
公
共
事
業
の
執
行
状
況

　

本
年
度
の
工
事
と
委
託
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
件
数
39
件
、

事
業
総
額
は
４
億
７
３
０
０
万

円
の
事
業
が
発
注
さ
れ
、
現
在
ま

で
に
多
く
の
事
業
が
順
調
に
完

了
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

今
定
例
会
に
遠
軽
地
区
広
域
組
合

負
担
金
と
し
て
補
正
予
算
を
提
案

し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他

　

職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

要
求
や
不
利
益
処
分
に
関
す
る

審
査
を
行
う
た
め
、
普
通
地
方

公
共
団
体
が
設
置
す
る
組
織

で
、
複
数
の
自
治
体
で
共
同
設

置
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
は
13
町
村

４
組
合
が
共
同
で
設
置
し
て
い

る
。

■
第
５
期
総
合
計
画
審
査
特
別

　

委
員
会
の
設
置

　

総
合
計
画
と
は
町
の
政
策
と
将

来
の
目
標
に
関
す
る
基
本
的
指
針

で
あ
り
、
現
在
の
第
４
期
総
合
計

画
は
令
和
２
年
度
で
計
画
期
間
が

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で

の
第
５
期
総
合
計
画
の
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

 

　

そ
こ
で
議
会
と
し
て
も
第
５
期

総
合
計
画
に
つ
い
て
審
議
す
る
た

め
の
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
決

議
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
、
議
長
を
除
く
９
名
の
議
員
が

委
員
と
な
り
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
特
別

委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
に
三

田
委
員
、
副
委
員
長
に
船
木
委
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
ふ
れ
あ
い
イ
ン
さ
ろ
ま
の

　

運
営

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ふ
れ
あ
い
イ
ン

さ
ろ
ま
」
に
つ
い
て
、
12
月
27
日

付
け
で
事
業
を
縮
小
す
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

縮
小
後
は
安
心
ハ
ウ
ス
の
ど
か

Ⅱ
の
入
居
者
を
安
心
ハ
ウ
ス
の
ど

か
に
集
約
し
、
街
の
駅
と
と
も
に

当
面
休
止
し
た
上
で
、
本
施
設
の

新
た
な
譲
渡
先
を
探
す
か
、
他
の

事
業
展
開
が
で
き
な
い
か
模
索
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
イ
ン
さ
ろ
ま
に
対
し

■
農
業
に
つ
い
て

　

今
年
の
春
は
雪
解
け
が
例
年
に

無
く
遅
く
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
作
物

全
般
で
平
年
を
上
回
る
出
来
秋
と

な
り
ま
し
た
。

　

畜
産
関
連
で
は
、
乳
価
は
値
上

げ
と
な
っ
た
も
の
の
生
産
資
材
価

格
が
不
安
定
な
状
況
で
、
搾
乳
戸

数
の
減
少
を
規
模
拡
大
し
た
酪
農

家
が
補
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
農
業
販
売
額
全
体
で
は
、

当
初
計
画
96
億
６
０
０
０
万
円
に

対
し
、
実
績
は
計
画
を
０
・
８
％
上

回
る
97
億
３
４
０
０
万
円
程
度
と

な
る
見
込
み
で
す
。

■
林
業
に
つ
い
て

　

町
有
林
に
つ
い
て
は
、
造
林
事

業
・
下
刈
事
業
・
除
間
伐
事
業
を

実
施
し
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用

し
な
が
ら
継
続
的
な
森
林
資
源
の

保
全
に
務
め
て
お
り
ま
す
。

　

民
有
林
に
つ
い
て
は
、
森
林
組

合
が
補
助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら

造
林
事
業
・
下
刈
事
業
な
ど
を
実

施
し
、
適
切
な
保
護
育
成
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

■
商
工
業
に
つ
い
て

　

プ
レ
ミ
ア
ム
ふ
る
さ
と
商
品
券

に
つ
い
て
は
冬
の
販
売
が
11
月
24

日
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
業
活
性
化
補
助
金
な
ど
の

補
助
事
業
に
つ
い
て
、
年
度
末
ま

で
さ
ら
に
利
用
を
促
進
し
、
町
内

消
費
活
動
の
活
発
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

国の交付金を過大計算していた広域組合のごみ焼却施設

て
は
、
施
設
の
開
設
な
ど
に
補
助

金
を
交
付
し
て
お
り
、
施
設
休
止

中
の
取
扱
や
交
付
済
み
の
補
助
金

の
返
還
等
に
つ
い
て
北
海
道
と
の

協
議
を
進
め
る
こ
と
と
、
入
居
者

や
そ
の
家
族
に
安
心
し
て
い
た
だ

け
る
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
よ
う

に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

の
総
水
揚
げ
額
は
、
昨
年
対
比

１
０
７
％
の
31
億
円
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

議場傍聴席入口に掲示された傍聴の心得

◎
傍
聴
し
た
い
と
き
は

　

役
場
２
階
の
議
場
傍
聴
席
入

口
前
で
、
傍
聴
人
受
付
票
に
住

所
氏
名
等
を
記
入
の
上
、
受
付

箱
に
投
函
し
た
後
に
傍
聴
席
に

お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
が
、
傍
聴
定
員
は
12
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
団
体
で
の
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
議
会
事
務
局
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
傍
聴
時
の
注
意
事
項

　

傍
聴
を
す
る
場
合
は
、
会
議

を
妨
害
し
た
り
、
許
可
な
く
写

真
撮
影
や
録
音
な
ど
は
で
き
な

い
決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
も
電
源
を

お
切
り
く
だ
さ
い
。


